
定例教育委員会（10月度）議事録（要点筆記） 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

○開催日時  令和 5年 10月 10日（火） 

開会 15時 15分 閉会 16時 05分 

 

○開催場所  直方市役所６階第３委員会室 

 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

○出席者 教 育 長 山本 栄司 

 教育委員 篠田 尊徳 中野 昭子 

  阿部 英子 内藤 誠治 

 

○欠席者 なし 

 

 

３．教育長、教育委員および傍聴人を除く外、出席した者の氏名 

教 育 部 長 熊井 康之 

学校教育課長 石松 敏幸 

学校教育課管理主事 林 教司 

 

こども育成課長 加藤 陽子 

文化・スポーツ推進課長 長田 正志 

教育総務課長 松本 直生 

学校教育係長 守田 雄樹 

 

 

４．教育長の報告 

① 小中一貫教育推進本部会議〈9月 14日〉 

各中学校区の研究会の内容確認 

② 令和５年度第３回ＤＸ推進本部会議〈9月 15日〉 

③ 学力向上検証委員会〈9月 19日〉 

全国学力テストの結果から取り組みについて協議、篠田委員出席 

④ 「これからの授業」研修会（下境小）〈9月 20日〉 

今年度より「未来型授業」の名称を変更、ＩＣＴを活用した授業 

⑤ 教育長会（北九州教育事務所）〈9月 25日〉 

⑥ (公財)直方文化青少年協会要望書提出市長訪問〈9月 26日〉 

予算に関する要望あり 

⑦ 絵画寄贈（感田小）〈9月 27日〉 

感田小校区在住の松本さんが製作（感田の地名の由来に基づく絵画） 

 



⑧ 行革本部会議〈9月 29日〉 

⑨ 植木小運動会〈9月 30日〉 

⑩ 福地校区全域避難訓練〈10月 1日〉 

⑪ １０月定例校長会議〈10月 2日〉 

⑫ 直方市教育委員会訪問（感田小）〈10月 3日〉 

教育委員が出席 

⑬ 校長面談〈10月 4～6日〉 

年間３回の内、２回目 

⑭ 直方市小中一貫研究会（一中校区）〈10月 5日〉 

第３期のスタート 

  



５．議題及び議事の大要 

 

○議案（議案書は別紙） 

議案番号 内容 
結果 

主管課 趣旨 
 

議案第 16号 
ユメニティのおがた条例施行規則の一部を改正する規則につい

て 可決 

各 課 ※詳細は資料を参照 
 

内藤委員  変更自体は問題ないと思います。前日に申し込みをする方がいるので

あれば、その方たちへの周知徹底は必要かと思います。利用実績は分

かりますか。 

長田課長  利用実績は把握していませんが、多々そのような報告が上がっている

と聞いています。 

教育長   前日の申し込みが多々あるということでしょうか。変更内容の広報は

ＨＰで行うことになりますね。 

内藤委員  一生懸命行っているのに、市民サービスの利便性が落ちたと言われな

いようにしてほしいです。周知はしっかりしていただきたいです。申

請者の属性が把握できるのであればその傾向に沿って周知することも

良いと思います。 

長田課長  ユメニティのおがた大ホールを定期的に利用する団体が多く、１年前

に予約している一方で、それらの団体が直前に小さい会議室等を申し

込んでいます。 

教育長   周知を徹底して、トラブルが発生しないようにしてください。 
  

 

○協議事項 

 直方市学校規模適正化について【学校教育課】 

 ※詳細は資料を参照 

  

 内藤委員  今後の「子どものために」という言葉がとても重要になると考えら

れます。適正化を進めるにあたり、地域と議論をすると内容がぶれ

る恐れがあります。この言葉を決めた経緯はどのようなものでしょ

うか。先日、感田小に行きましたが、トイレ以外はとても古い状態

で、校舎をとても長く使用していることを感じています。 

 石松課長  この言葉は学校教育課の担当としっかり議論して定めています。キ

ャッチフレーズを決めたわけではないが、子供にとってどういう学

校教育が良いのかを議論のスタートとしています。今年度に作成す



る基本指針にも「子どものために」を何らかの形で示す方向で検討

しています。 

 内藤委員  まずは「統廃合ありきではない」ということをしっかり示すこと

で、前回の議論と同じ轍を踏まないことが大切でしょう。「地域との

連携」という言葉がよく出る学校があれば、そうではない学校もあ

るように感じています。様々な意見が出ると思いますが、定めた目

標に向けて進めることを願っています。 

 教育長   「今後のために」「子供にとってちょうどよい学校の規模」という言

葉でいろいろな課題に対応できるようにしたい。大きい学校ほど良

いというわけではなく、いろいろな事情や条件を勘案して適正な規

模を探る必要があると考えています。最初から最終的な形を決めて

議論を進めてしまうと、進まなくなってしまう恐れがあります。し

かし、最初に定めた信念「子どものために」から外れないようにし

たいと思っています。 

 

 中野委員  ある地区の小学校の卒業生によると、以前の統廃合の議論では「統

合により自分が卒業した小学校が無くなることが嫌だ」と反対した

ため統廃合の議論が白紙になった、と聞いています。「子どものた

め」の言葉は最も大切ですが、統合により通学距離が長くなること

が想定され、安全面の充実を考慮しながら統廃合の計画を立ててい

ただきたいです。子供を護るために社会は変化し続けていることを

踏まえ、子供が安全で健全に教育を受ける環境を整備することを優

先にしてほしいと考えています。 

 教育長   校区が変更になると通学路の変更等による距離的な課題も発生する

からスクールバスの導入といったことも検討の項目に入ることにな

るでしょう。 

 中野委員  防犯カメラの設置などでも、費用を要することになります。 

 阿部委員  令和３年度の総合教育会議では、ある教職員から統廃合に反対の意

見が出ていたとありました。小規模校を訪問した際、少人数ならで

はの授業形態で教育ができていると感じました。１１月の総合教育

会議では教職員からのアンケートの結果は出てきますか。総合教育

会議の前に教職員の思いが把握できていれば会議への臨み方が変わ

るかもしれません。 

 守田係長  １１月初めにはアンケートの結果が集まるので間に合わせられるか

もしれません。ただ、小学校と中学校でアンケートの集約時期が異

なるため、必ず会議前に提示できる訳ではないことを、ご了承くだ

さい。 



 教育長   可能な限り間に合わせせられるようにしてください。 

 

 篠田委員  アンケートは教職員と保護者の方々が対象となっています。「子ども

のために」とあるものの、子供がアンケートの対象でないことが気

になっています。「子供に尋ねてもどうしようもない」と思っている

のでしょうか。子供は「学校が遠くなるのは嫌だな」と思っている

かもしれません。保護者を通じて集約するのが良いのでしょうか。

せめて、小学校高学年の子供達の意見を聞いても良いのではないか

と思いました。なお、スケジュールの都合もありますので今回のア

ンケートに間に合わせて集計して欲しいわけではありません。 

 中野委員  子供の意見を聞くことは大事かと思います。 

 教育長   委員のご意見は十分に理解しています。しかし、子供の意見をアン

ケートで集約するとその是非の結果に重みが出、その意見を反映し

ない訳にいかなくなることで議論が硬直する恐れがあります。子供

が単純に自分たちの好き嫌いで意見を表明するのではなく、自分が

学ぶことだけでなく後に続く者達が学ぶという将来を想像して意見

を出せることを教育委員会は求めています。そのようなことを踏ま

え、子供の意見も統廃合の内容を決めていくことに十分に考慮した

いと考えていますが、教職員・保護者・子供のバランスをどう組み

立てていくか事務局としても熟慮したいところです。もちろん、何

らかの形で子供がどう思っているか知りたいところでもあります。 

中野委員  私は福岡県青少年育成会議の家庭部に所属しています。オアシス運

動で作文を募集し小中１０校程度から提出があります。私たち大人

が想っている以上に深く、周りをよく見た内容が書かれており、子

供と言ってもあなどれないと感じています。 

 

 

○報告事項 

［報告第 25号］９月定例市議会一般質問について【教育部長】 

 ※詳細は資料を参照 

 

［報告第 26号］直方市就学前教育・保育施設整備補助金交付要綱【こども育成課】 

 ・全部改正 

 ・子ども家庭庁の発足に伴い、法令の所管箇所の移管に合わせて改正 

 ・金額の改正 

※詳細は資料を参照 

 



［報告第 27号］直方市多子世帯給食費補助事業実施要綱の一部を改正する告示 

【こども育成課】 

 ※詳細は資料を参照 

 

［報告第 28号］直方市保育環境改善対策事業（ 新型コロナウイルス感染症に係る

事業継続支援） 補助金交付要綱【こども育成課】 

 ・５類への移行による国の基準変更に伴うもの 

※詳細は資料を参照 

  

阿部委員  この変更は、報告の対象が変わるだけで金額が変更ないということで

すよね。今もコロナの感染者は再び拡がっていますが、報告は届いて

いますか。 

 加藤課長  二類で指定されていた頃は毎日報告がありましたが、今はありません。

この補助金は先生が感染した場合に事業を継続することを目的とし

ています。 

  

 教育長   今もインフルエンザが流行っていますが学校の状況を報告してくだ

さい。 

 林管理主事 先週はインフルエンザによる学級閉鎖が３校、久しぶりにコロナによ

る学級閉鎖が１校です。 

 

［報告第 29号］直方市幼稚園給食費補助事業実施要綱の一部を改正する告示 

【こども育成課】 

 ・第 27号の対象は保育園で第 29号の対象は幼稚園 

 ・月額を 20日で除して単価を算出している 

※詳細は資料を参照 

 

 

○その他 

●１１月行事について 

  

 ●直方市総合教育会議について 

  

●会議録署名委員の指名について 

 中野委員を指名 

 

  



６．閉会 

 

 

 

（署名） 

直方市教育委員会教育長 

 

           山本 栄司 

 

 

 

（署名） 

直方市教育委員会教育委員 

 

           中野 昭子 

 


